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共通接線 l を x軸とし、円C の中心を ),0( R としても一般性を失わない。 

円 nCCCC ,,,, 21  は x軸の正の側にあるとし、中心の x座標をそれぞれ nxxxx ,,,, 210  とする。 

 

C と 1nC が接するとき 
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同様に、C と nC が接するとき nn rRx 2  ──② 

nC と 1nC が接するとき、 10  nn xx であるから 
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①、②、③より nnnn rrrRrR 11 222    

両辺を nn rr 1 で割ると 1
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